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○奈井江町学童保育事業実施要綱 

平成27年２月９日規程第１号 

改正 

平成27年３月31日規程第４号 

平成28年３月29日規程第４号 

平成29年11月１日規程第21号 

奈井江町学童保育事業実施要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、児童福祉法（昭和22年法律第164号）第34条の８の規定により放課後児童健全

育成事業として実施する学童保育事業（以下「事業」という。）に関し、必要な事項を定めるも

のとする。 

（事業の目的） 

第２条 事業は、小学校に就学している児童で、その保護者の労働等により十分な保護を受けるこ

とができない児童に対し、児童クラブを設置し、放課後又は休校日に適切な遊び及び生活の場を

提供することにより、その健全な育成を図ることを目的とする。 

（名称及び位置） 

第３条 児童クラブは、奈井江小学校内に置き、名称及び位置は次のとおりとする。 

名称 奈井江町児童いきいきクラブ「なえっこ」 

位置 奈井江町字奈井江162番地１ 

（開所時間） 

第４条 児童クラブの開所時間は、次の各号による。 

(１) 平日は、午後１時30分から午後６時30分までとする。 

(２) 土曜日、春、夏、冬休み期間、学校行事等による休校日は午前８時から午後６時30分まで

とする。 

２ 前項第１号において、学校行事等の都合により開所時間を変更しなければならない場合は、あ

らかじめ町長が指定した時間を開所時間とすることができる。 

（休業日） 

第５条 児童クラブの休業日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する日 
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(３) 前２号に規定する日の振替休日 

(４) 12月30日から翌年１月５日までの日 

(５) その他町長が必要と認めた日 

（利用定員） 

第６条 児童クラブの利用定員は、40人とする。 

（対象児童） 

第７条 児童クラブに入会できる児童は、小学校１年生から６年生に就学している児童で、その保

護者が次の各号のいずれかに該当することにより、当該児童を保護することができないと認めら

れる場合を対象とする。 

(１) 両親が共働き、父子及び母子家庭で、昼間家庭で児童を保護できない家庭の児童 

(２) 保護者が長期療養中である家庭の児童 

(３) 前２号に定めるもののほか、児童及び家庭の事情により町長が特に必要と認める児童 

（入会の制限） 

第８条 前条の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する児童については、町長は入会を

承認しないことができる。 

(１) 感染症等、他の児童に影響を及ぼす疾病を持つ児童 

(２) 心身が虚弱で児童クラブにおける育成又は指導に堪えないと認められる児童 

(３) 前２号に定めるもののほか、町長が入会を不適当と認める児童 

（支援員の配置） 

第９条 児童クラブに放課後児童支援員（以下「支援員」という。）を置く。 

（支援員の役割） 

第10条 支援員は、児童クラブにおいて次の各号に掲げる役割を担うものとする。 

(１) 児童の健康管理及び安全確保に関すること。 

(２) 児童の生活指導及び遊びの指導に関すること。 

(３) 保護者との連絡調整に関すること。 

(４) 児童クラブ施設内の安全、衛生管理に関すること。 

(５) その他児童クラブの運営、指導に関すること。 

（入会手続等） 

第11条 児童クラブに入会を希望する保護者は、奈井江町児童クラブ入会申込書（別記様式第１号）

に、保護者の就労証明書又は雇用証明書を添えて、町長に提出しなければならない。 



3/14 

２ 町長は、前項の申込書を受理したときは、第７条に規定する要件を審査のうえ、入会の可否を

決定し、保護者に対し、奈井江町児童クラブ入会承認（却下）通知書（別記様式第２号）により

速やかに通知するものとする。 

３ 保護者は、入会後において登録事項に変更が生じた場合、その内容を町長に速やかに届出なけ

ればならない。 

（退会手続等） 

第12条 保護者は、児童が第７条に規定する要件に該当しなくなったとき、又は退会を希望すると

きは、奈井江町児童クラブ退会届（別記様式第３号）により、町長に提出しなければならない。 

２ 町長は、入会児童が次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、児童クラブを退会さ

せることができる。 

(１) 入会を認めた理由が消滅したとき。 

(２) 正当な理由がなく、引き続き１ヶ月以上出席しないとき。 

(３) その他退会とすべき理由が生じたとき。 

３ 町長は、前２項により退会を承認したとき、又は退会させるときは、奈井江町児童クラブ退会

通知書（別記様式第４号）により、保護者に通知するものとする。 

（利用者負担金） 

第13条 児童クラブを利用する児童の保護者は、別表に定める負担金を納付しなければならない。 

２ 町長は、前項の負担金を利用月毎の利用日数分を一括して請求するものとし、保護者は翌月末

日までに、納付書又は口座振替により納付しなければならない。 

３ 前項の口座振替について、その月の末日が金融機関の休業日にあたる場合は、翌営業日とする。 

４ 利用児童の保護者に３人以上の子どもがいる場合であって、第３子目以降が児童クラブを利用

する場合、上記第１項の規定に関わらず、その児童の利用者負担金は無料とする。 

（利用者負担金の減免） 

第14条 町長は、前条第１項の規定に関わらず次の各号のいずれかに該当する者に対し、負担金を

減免するものとする。 

(１) 生活保護受給世帯及び準要保護世帯 負担金の２分の１を減免 

(２) 町民税非課税世帯 負担金の４分の１を減免 

２ 前項の規定により負担金の減免を受けようとする者は、奈井江町児童クラブ利用者負担金減免

申請書（別記様式第５号）により町長に提出しなければならない。 

３ 町長は、前項によりこれを公募等（マイナンバー制度による情報連携を含む。）により審査し、
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減免を決定又は却下したときは、奈井江町児童クラブ利用者負担金減免決定（却下）通知書（別

記様式第６号）により、保護者に通知するものとする。 

４ 町長は、保護者が虚偽の申請その他不正の行為により、利用料の減免を受けたと認めたときは、

直ちに取消すものとし、奈井江町児童クラブ利用者負担金減免決定取消通知書（別記様式第７号）

により通知するものとする。 

（保護者会の設置） 

第15条 児童クラブに、児童の保護者により組織する奈井江町児童クラブ保護者会（以下「保護者

会」という。）を設置するものとする。 

２ 児童の保護者は、保護者会に入会しなければならない。 

（運営会議の設置） 

第16条 児童クラブの円滑な運営を図るため、次の各号の者で組織する運営会議を設置するものと

する。 

(１) 保護者会の役員 

(２) 主任児童委員 

(３) 支援員 

(４) 町長が指名する町職員 

（委任） 

第17条 この要綱に定めるもののほか、児童クラブに関し必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、公布の日から施行する。 

附 則（平成27年３月31日規程第４号） 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年３月29日規程第４号） 

この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年11月１日規程第21号） 

この規程は、公布の日から施行する。 

別表（第13条関係） 

区分 利用者負担金 備考 
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平日の午後１時30分から午後６時30分までの利用 日額200円  

土曜日、春、夏、冬休み期間等休校日の午前８時

から午後６時30分までの利用 

日額400円 午前又は午後のみの利用

の場合、日額200円とす

る。 

※ 利用者負担金には、教材費、おやつ代を含むものとする。 

別記様式第１号（第11条関係） 
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別記様式第２号（第11条関係） 
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別記様式第３号（第12条関係） 
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別記様式第４号（第12条関係） 
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別記様式第５号（第14条関係） 
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別記様式第６号（第14条関係） 
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別記様式第７号（第14条関係） 
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別記様式第８号（第14条関係） 
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